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畫家がそのサンチマンに感受された眞實さを表現する 
ならば、それは最もその畫家に固有なものであり、個性 
的なものである。畫家のサンチマンと言ふものは一人の 
畫家以外に何人も持つことの出來ない又感受することの 
出來ない獨自な頌歌である。そのサンチマンによつて感 
受された眞實さ is ふものは眞に個人的なものであり獨 
自なものである。その個人的な獨自なものを表現しよう 
とずる場合に、私達はサンチマンのレアリ テと言ふこと 
を考へる。それが繪畫 として 成立するにはレア リゼされ 
ねばならないのであるが、それが卽ちサンチマン ( D レア 
リザシオンである。 かう したサ，ンチマンの レアリザ シオ 
ンの中で最も特異なオリァンタシオンを持つ餐家ム ー思は 
れる一人 S : 舉げるならば、それは マルク •シアガルであ 
る。彼の場合はサンチマンの レアリ テの追求の仕方が物 
語的 fktif であつて*それが彼の特質を なして ゐる。 

現代の畫家の中で彼よりも一暦深く內面的に自然に透 
徹したものは 一人 もゐない。 シアガ ルの樣式はナチユラ 
リスムと魔 法のやうな フィ クシオンとの 難 かしい混合で 
ある。それは或は人の心を動かす亂暴な雑色であり、或 
は畫面に句點をつけ、穴を穿けたやうにする樣々な色の 
花火と化した狂風である。或は畫面に段をなした暈した 
色からなる音のない樂譜である。或は絹糸で織つた織細 
微妙な綴織である。宇宙の龍兒が今私達人間の內に混じ 
て生きてゐる。マルク •シアガルが その 人 だ。彼は神話 
の王子である。 
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ピカソ論 


—ラモン•ゴメス •、デ •ラ•セルヂに よる—— 


田國太耶 


この一文は馬德里で刊行されてゐるホセオルテガの編輯する哲學文藝 
雜誌 Revista de occidste の第七年第七十三四號に速載せられた、 
ラモン•ゴメス•デ•ラ•セルナ^ am 6 n G 6 msae la Se 3 a の「ビカソ 
及立體派に關する完全にして眞實なる物語」の梗槪である。あの暗示 
に富んだデ•ラ•セルナの名文が、 この やぅな殘骸 となつた 事は如何に 
も遺感であるが•原文が可なり長篇であるので-その事實的記述の接 
合に止め、ピカソに 對 する 其 本國か らの 珍ら しき報道としての 興味の 
. みを抽象した結果であることを、原筆者並に讀者諸君にお詫し度い。 

(須田生記) 

一八八一年十月廿五日、 パブ a •ルィス•ピカソは西班牙の南端 
マーラガ市に生れた、彼の父なる ホセ•ルィス•ブラスコは、司 m の 

實業 美術學校の敎師であつた。いつも小箱や扇子に白い鳩などかき 
人れるのを娛みにしてゐた母方は元伊太利出で あつて 後 ピヵソ 將軍 
と因戚關係を結ぶに至つたのである。 

當の ピカソは幼時は 勿論 マーラガ 市に 過した 。この 明 眉な南歐の 
51港場が如何に彼に深き印象を與へた事か、 ギタ—の 店、 美はしい 
手布の裝飾窓 

4- 歲の時に 北西 隅にあたるラ • n ルニヤに移つた。 父が同地の美 
術學 校の敎授に任命されたからだつた。此處 のとある 傘屋の. ホ1夕 
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イシドロ ノネル作 ' ジブシイの女 


丨ルで，此早熟な少年畫家の最初の小展覽會が行はれたの.である。 
父の榮轉につれて家庭は又々移動した。ほぼ彼の十四歲頃、東部第 
一の港である バルセロナへ、 次で十五歲から十六歲へ かけて は、馬 
德 里へ、 それから 暫くして 再び バルセロナに 歸つて、. ここに 定住す 
る事になつた。彼が最初の怫蘭西行きは實に ここから 出發したので 
あつた。當時巴里のモム マルト ルには同鄕の先輩畫家 ィシ ドロ •ノ 
ネル(1)が居たのでその畫室へ寄寓した、彼は改革と建設とに燃えて 
再び母國に歸り、馬德里に住んだ。所謂九十八年の人々と交遊した 
のはこの時である。そしてこの連中の要望する畫家となつたのであ 
る0 

當時馬德里に電氣帶の商人であるソレル Soler と云ふのが Juve - 
id (青春)なる藝術文藝雜誌を刊行した。その藝術部主任には卽 
ピカソが迎へられたパ彼の此時代の馬德里生活は彼の新生面を基礎 
づけたものである。彼は常に、アソリン、バロハ、•ハ ロメロな どの 

文士連と酒屋を漁り步き、得たる現實の出来事を貪り描いた、が、 



間も無く馬德里 
では官設展覽會 
の恐威をぅけ、 

かの九十八年代 
に對する現滅を 
感じた、毎日の 
如く騷々しく街 
を流してあるく 
連中の知らない 
繪畫の萬國共通 
の言葉を享受せ 
んとするのが彼 
の當時の希望で. 

あつた。 ネシ4 * 

バロハやアソリ 
ン、マヱツなど 

の作を發表した 
あの雑誌では其 
等の人々の肯像 
畫を ピカソがあ 

の電氣帶の I 杯積まれてある店でかくのであつた。然し其殆んど凡 
は失はれてしまつた。一：十歲代のピヵソは、ゴヤに熱中匕た。十八 
世紀と十九世紀の光を見たゴャ、十九世紀と二十世紀の、交に新しき 
道を起してゐる ピヵソ —— 

暫くは彼も西班牙生活を破らなかつた。その日課が灰色や墨の繪 
に描かれた。それがァマッールである Zetlin の蒐集の主なる もの 
と rr つてゐることは知るものも少いだらぅ、彼は常に寫莨主義を、非 
難した Q 
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一九〇一年にバルセロ 
ナに歸り又巴里へ出發 
した。巴里では浮浪者 
ココ”卜無賴漢などを 
スタンラン 風!？:かいた 
丁度その春、西班牙人 
の畫家コー §>0(2) と 
共同で巴里での第一回 
の展覽會を開いた結果 
は先覺者のいつもぅけ 
る逆遇のみであつた。 

次で彼を影響したも 

のは トゥ In — ズ、！3 
I トレク、及•コ—カン 
ス である。カフェコンセ 

マ I ル、 酒場の聖徒 、 T 
ル コ ール 、一ー コチン、梅毒の讃美の時代だ。 ここでピカソは 西班牙 
に於ける記憶を利用した、鬪牛その他の記惊の惡夢をかいたが無意 
味な色を塗つたり模倣の大がかりなものはさけた"このセンチメン 
タルなボへミヤ遠い彼はほとんど素描した。 

一九〇一年のクリスマスに西班牙に歸つて來たこの短期間の巴里 
滯在は彼にとつて t に重大な效果を齎したのであつた。時は正に彼 
の極貧時代であつてがランテな世の中は彼は遠から眺めてゐる丈け 
だつた。所謂、靑の時代と呼ぱれるのはこの時期である。 

一九〇二年の終りに巴里に歸つた、所持品全部三百法に拂つてク 
リマ スを迎へた。 

一九〇三年の初め又西班牙を廻り同年はここで過すこととなつた 



かくて益々彼の進步は確實のものとなつて來た•考へもつかない現 
實を獲得したのである，〈盲人〉はこの期の最高傑作であるり 

一九〇四年の春义巴里の誘惑は彼を H フェル塔下に引きょせた。 
卽ここでの靑の時代の主題は妖婦•クラゥン、靑い肉襦袢の角力取 
白馬をもつサルタンバンク、等" 

又聖なる家族を醜惡なる人々のィロ-一—で暗示した"荷物の上に 
座せる裸體の夫婦、惱みの哺乳壜、小兒に對する喜悦 I 


グ0テスクとサンシヴ 

又彼には外國 
的なるものがそ 

の.ハレントに混 
入してゐる。ア 

ルレキン"はこ 

れだ"彼の奥底 
には伊太利的な 
るものが影響し 
てゐる〇サルタ 
ンバンク ( 7 ) サ丨 
カスと言ひ神祕 
の完全に到達し 
てゐて 皆豫言的 
なるものがあ 
る0 

この靑時代で 
は丁度サーカス 
メドラノの附近 
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に昔は角力取で今は金物商であるス—リヱ親父が居た ■ 
これが彼のスヶッチ ー 枚二十法宛で買上げたので、マッ 
クス•ジャコブなどはょくこの二十法の餘德に與るのが 
常であつた〇 Stein の人々はピカソの畫を集め出した。 
そして彼は Reberde Lugano と近づきになつたこの入 
は Mecenas , Wollard , Tschoukme , Morozoft などの連 
中の一人である、殊にモロ/フのビカソ鬼集などはサヴ 
ヱト n . ンャ博物館の近代部の中心をなすものである-- 
其時ピカソの畫室にはグレコの釘付けにされた寫眞が 
かかつてゐた"まだ彼には•ンャヴアンヌの遠い影響が殘 
つてゐたのであつたがこの時期の中程で動搖を來した、 
これは彼の彫刻にあらはれてゐる"〈赤鼻のピカド—ル〉 
を見ょ、一九〇五年和蘭へ行つた"和蘭は彼を明朗にし 
彼を和げた。靑の時代は去つて、ローズの時代、肉色の 
時代に代つて來た。一九〇六年はこの時期の頂點である 
將に自らの建設にとりかかりつつあつた" j 九〇七 年の 

彼の畫室 




彼は無法則-虛無へ-不グロの藝術へ 

はオセアニァの Tikis や sibES のもので充滿し出した 
埃及彫刻の讃美者であつた彼は玆に最も込み人つた流れ 
に 出 喰したのであつた。ネグロの藝術を希臘のそれに對 
立させた彼の畫には、單純な眞正な面の純粋な立體があ 
らはれたのである。彼がヵメレオンの心は他の樹に居て 
その色になつてゐるのだ，——色と立體——立體派なる 
言葉は漸く噂され出した。黑人と白人との間に白人の子 
が 出来た (彼はやがて黑人の母を殺すだらぅ)、あまりに 
ネグロの藝術に飽喰して、彼は遂に言ふ、〈ネグ〇の藝 
術とは、そんなものは知らない〉と P 
野獸主義は又 他方 面から起つて來 た、 之は 偶像 的な發 
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見者のヴィジョンを非常に熱狂するのだ。自然を勝手な尚的の爲 r 
使用する繪遒の窓を明るくしたが形の正確な邪道的形式のものだ。 

野獸連は繪畫の要素をあまりに見つめて疲勞した結、果、槪念のデ 
フオルマシオンを始め、それらを確固たる美學的法則に從はしめん 
とした畫面を獲得したがレアリテを忘れたのであつた。 


野獣派の人々の熱望した 
立體派との聯合は、それが 
爲レァリテを失ふ.事なくし 
て可能である。卽畫布の水 
平面の上に垂直面を表現す 
べきである。 そこに 生活が 
力を 生じて來るので ある。 
又それ自體がレ アリ テの シ 
ムボル でもあるので ある。 

野獣派の棟梁はアンリ • 
マチス、並に ドラン だ〇彼 
等は印象派が遂に到達して 
しまつた装飾的傾向に對し 
て、その敵たる事を揚言し 
てゐる。彼等には開放され 
たる サンシュアリテが 侵入 
した。ただ野獣派は自由な 
る叛逆者であるが一の新し 
き表現をも呈示するところ 
がなかつた。そこにこそ、 
ナポレオン•ビヵソの出現 
の機會 がまち 設けられてあ 
つたのである。 A 未完) 

( 1 > J ^. droNonellaoo 73—1911) は西班牙ヵタラン地方出身の先覺畫 
家の一人である醜猿の非難を排して勞働者、ジブシー、農民の生活を描 
いた、彼の眞實性は千八百九十年代の佛蘭西派の光輝ある技法に磨かれ 
てはゐるが鄕土的な W 純と孤獨とが彼を特色づけてゐる。其夭折が切に 
惜しまれる。 (百五十六頁へ續く〕 
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繪畫に於け 5 C 新時代》 

{La nouvelle gflsr 4 ration》dans la peinture 

外山卯三郞 


繪畫に於ける〈新時代 〉 lanouvelle 
^ nft / ration と言ふことは、常に新し 
い精神と共にそれ?:表現する新しい 
メチ H を持つてゐなければならな 
い。〈新しい精神 〉 T esprit nouveau 
と言ふものは、新しい時代時代にょ 
つて、現れて来る。然しこの〈新し 
い精神〉が一つの繪畫的な新時代を 
形成するためには、必ずその〈新し 
い精神〉を繪畫的な形態に表現させ 
る〈新しいメチヱ> がなければなら 
ない。藝術上の新しい創造と言ふも 
めは、常にこの〈新しいメチヱ〉の 

發見にょりて、初めて達成されるも 
のである。またこの繪畫この新時代 
と言ふものは•ただ〈新しいメチヱ〉 

M だけでは成就されるものではない0 
やはりこれに〈新しい精神〉が加は 
:らなければならない0 

現代の繪畫に於ける〈新時代〉と 


言ふものは、はたして如何なるものを指してゐるだ らぅ か 〇これ を 
時代的に嚴密に區別する事は、中々困難な問題である。 ドィツの 美 
術臾家ヴィルへルム:.ヒンダアは、藝術家の<誕生年代)0さ1】1^^1 
と言ふものをもつて、ヂヱネ ラシ オンの根柢と考へてゐる。從 つて 
現代の畫家の中にも、二十代の畫家も、三十代も四十代も五十代も 
六十代の畫家もゐる。今のやぅな考へかたからするならば、二- h 代 
や三十代の畫家は、少なくとも現代の繪畫に於ける〈新時代〉であ、 
ると言ふことが出來るかも知れな so 然しこれは機械的な思索であ 
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i..A . 

つて、奮術史的*基礎をもつ考へかたとは言へないだらう。 
それではどう言ふ考へかたが、最も現代の繪畫に於ける〈新時代〉 


を規定するに適當してゐるだらうか D 私達はこれを規 
定するだ、最も妥當と思はれるものを擧げることが出 
^るだらう。現代の繪畫と言ふものは、十九世紀の繪 
畫に對して、はるかに〈レアリテ〉を重じてゐること 
は見のがせない j 卽ち十九世紀の繪畫が自然主義的で 
あるに對して、二十世紀の繪畫はどこまでも寫實主義 
的にょると言ふことが出來る。言ひかへるならば、十 
九世紀の繪畫は•〈自然らしき)とか〈自然らしく見え 
.るまま〉と言ふやうなことを重要視してゐるが、現代 
の繪畫は〈繪畫的な眞實さ)卽ち〈レアリテ〉と言ふ 
ことが中心 - i なつてゐる。從つてこれ をメ チヱの點か 
ら考へるならば、十九世紀の繪畫は〈自然描寫〉を重 
じてゐるが、現代の繪畫は <デフォルマシオン〉 d 4 for 
mati . on と言ふことを重要視してゐると言へるだらうソ 
そこで私達は現代繪畫の特色をもつて、 〈レアリ テ> を 
重要視するものであり、技巧的には <デフォルマシオ 
ン〉と言ふことが心中となつてゐる。 

ところがこの現代の繪畫に於ける〈新時代〉と言は 
れるものは、この繪畫的な特色の點でかなり鮮明に區 
別することが出來ると考へられる j 私達は これを 〈デ 

フオルマシオン〉に對する〈フォルマシオン)と言ふ 

ことから解釋することが出來ると考へ、その點から釋 
明することが最も妥當であると考へられる。〈新時代〉 
の繪畫と言れるものも亦、一つの現代繪畫で•ある限 
り、 〈レアリ テ〉を追求するものであると 一一 1 M ふことが出 
來るだらう。然しその〈レ アリ テ〉 を 表現する レアリ 
ザシオンの仕方に於いて、卽ちメチヱを異にしてゐると言ふことが 
出來る。これは卽ち表現的な精神を異にしてゐると言ふことにもな 
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り、 また技巧的な對立として考へることも出來るだらう。 

〈デ フォルマン オン〉の繪畫と言はれるものは•どこまでも〈自然 
對象〉 nature - objet をとるものであつて*〈自然•對象〉を取极ふ収扱 
ひかたとして、物をデす フル メする ^ former か法を選んでゐる。 
これはその表現的な根柢に於いて〈自然•對象)を持つてゐるため 
に、自然形象と言ふ一つの限 
界點が淺されてゐる J これに 

對してへフすルマンオン〉の 

繪畫と 言 ふものは、どこまで 
もへ畫 [ tl •對象〉 tableau-objet 
をと るものであつて’〈畫面. 

對象〉を取扱ふ*成的な方法 
として、畫面をノォルメする 
former 方法を選んでゐる。 

これはその表現的な根树に於 
いて〈畫面•對象〉と言ふ超自 
然的な畫面が中心であるため 
に、自然形象と 言 ふやうな限 
界を持つてゐない。從つて自 
由に抽象的な表現を選ぶこど 
も出來れば、抽象的な線や色 
彩の構成をする事も出来る。 

このやうに現代の繪畫と言 
はれるものにも，〈デフォル 
マ•ンオン〉に對する〈フオル 

マシオン〉と言ふ考へかたに 
よつ•て、現代繪畫に於ける〈新 
時代〉と言ふ槪念を明かにす 


ることが出来るだらぅ。卽ちビングァのやぅ ( C 〈誕生年代〉と言ふ 
ことも、一つの機械的な標準をもつことに於いて必要ではあるが、 
もつと藝術的な問題から〈新時代〉と言ふことが明かに出來ると思 
はれる。そのために私達は繪畫に於いける r テフォルマ.ンオン〉と 
(0五十一頁へ續ぐ) 
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ビヱル•〇ヮ作 （ 1929) 
















1 

HANS ARP 



★ 

ハンス•アルブは 一八 八九年の 九月 十 
六日にストラス ブルグで 生れてゐる。一 
九〇七 年頃には ワィマ アル QT カ デ ミィ 
で檜畫の 研究をしてゐた が、一九〇八年 
にパ 
リこ 


〈イスム〉と言ふ書物を出版した。これは現代 m 丨ロッパの最も新 
しい彫刻や繪畫をのせたものである。 


出てアカデミイ•ヂユリアンこ 

學んだ。 

歐洲大戰當時スヰスに難をさ 
けてゐたが、一九一六年にチユ 
リヒで、トリスタン•ツアラと 

共にダダの運動 le mouvement 
Dada を企てた。この運動はョ 
In ッパの藝術界に大きい衝動 
を與へただけではなく、日本に 
もその反映を見た。最近の歐洲 
藝術は何等かの意味に於いて、 
このダダイスムの洗禮を受けて 
ゐると考へられる。 

ハンス•アルブは シユ丨ルレ 
アリストの グルーブを形成し 
た。一九二六年にラ•ガルリイ • 
シユールレ アリ ストに 出品し、 
一九二九年にはラ•ガルリイ•ギ 
マンに展覽會 を催した。 

ァルプはリスシツキイと共に 



.ンス•アル：7•作(1931) 
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バンス•アルブ作（1931) 


瓶 




2 

ANDRE MASSON 


一 


、一 選 ' 







d _ mal ^ 



アソドレ•マッソンは 一八九六年にパ 
ラニィ(オアズ)で生れて， Q る。繪は自分 
で硏究した。彼の大きい展覽は I 九二四 
年の二月•三月と I 九二九年の四月にガ 

ルリィ. 

ンモンで 

開催され 
た。 

彼はポア 


同時に目映りへ〈沈澱物}の前へ導くやうにこれ等の畫人を導くこと 
を知つてゐると言つてゐる。 


〇 


ン - t ッ•ノユや、石版や•銅版の作品 
を作つてゐる、マッソンの作品はバ 
スヵル•ピァ氏に ょつて評 價され4 
ヌ•エル • H フ社の〈新しい畫家〉 

Peintres Nonveaux 叢書に入つ u,Q 
る0 

アンドレ•ブル トンはァンドレ* 

マッソンと評してへへ智性の化學》と 

言ふ言葉を用ひてゐる。それは私達 
がそれについて放心した目擊者であ 
るほかは、望まないところの反應ょ 
り多くを、また例へば生きることに 
關するや否や、私達の熱い肉體の、 
その同じく强い肉體に對する反應ょ 
りも多くのものを私達に暗示し、季 
節等の周圍をめぐるリトマス液と 
は•別のものを私達の眼の前で書く 
し、再びバラ色にした。而も私はそ 
の言葉がまた私達を常に不可避的な 


突 


衝 


作 









アンドレ•マツソン作(1930) 


打ち倒れた馬 


アンドレ•マツ y ン作(一927 ) 


裸婦と建築 
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3 

MAX ERNST 


現代シユールレアリストの畫家 4 して、 
最も特色ある存在を示してゐる.一人にマ 
ックス • H ルンストがゐる。彼の存在は 
シユールレアリストの心臟部を形ブ ぐつ 
てゐるもののやぅに思はれる。ドィツ人 

1 f BBPl 

れた感受性 


と、表現力を持つ作家は珍らしい。 

マックス • H ルンストは一八九一年 
の 四月二日に、ラィン地方のブリュエ 
I ル町に生れてゐる J その後デュツセ 
ルドルフで 中學と 大學を修め、一九二 
二年以來バリに定住してゐる-〇彼は多 
肀な作家で、彫刻もすれば、裝飾も版 
畫も、繪も描いてゐる。彼はグル ープ 
シュ—ルレ ァリ ストの • I 員を なして ゐ 

so 

彼の作品はラ•ガル リイ •シュ I ルレ 
アリスト、ラ •ガル リイ •ヴァン•レエ 
ル、 ラ •ガル リィ•ジュンヌ•ブシュと 

ラ•ガルリイ•ヂ m ルヂュ•ベルネエム 

で展覽された。 

エルンストの書物には〈自然の歷史〉 
〈百の頭の女〉、 〈 R?e dpne petite 
fille qui voulut strer au cp . rmel > が 

ありポオル エリュアールとの共著に 
なる〈不死の不幸〉と言ふ書物がある。 


H ルン ストの 揷繪を描いてゐるものには、〈レ ペティシオン〉、へミ 
スタ ア •ナイフ、ミス•フォ—ク〉、〈ワイスト•デュ•シュワルトデ 

ュ〉がある。 

ヱルン ストは恐らく 今後 も 彼の 驚くべきホ能を示して、彼 自身の 
藝 術を完成して行くこと だらぅ。 

/sir _ • .! .]1N —^ 



マツクス•エレン スト 作 


人間形象 


142 












，通 

が秦々 ▲人', 


: ,v 


n レて，ぐ .n:〆 


143 



























4 


X 

u 

o 

R 


d 


從來の シュ— ルレァリストは主として、 
ミロオや エルンストの やぅに、抽象的な 
形象を取扱ふメタ モル フォスを試みてゐ 
た。 その 方法をとる シュ ー ルレ T リスト 
の仕事は、殆どもう新しい相を開拓出來 
ない程までに行きつまつてゐる。かうし 


H に就いて一九二一年まで學んだ。 

一九二八年に最初の展覽會をラ•ガルリイ•シモンで開«した。 


たシユ 丨ルレアリスムの 

I つの方法的局面打開と 
して、 注目すべき傾向は 
レアリス ム を根據として 
シネ—ルレアリスト的な 
メタモルフォ，スを試み 

ることである〇恐らくル 

ゥやビ K ル•ロワの やぅ 

に、 この傾向をとるシユ 
丨ルレア リス ムは •今後 

朗らかな新面を開拓する 

ことと思はれる。 

カストン•ルイ•ルウは 

一九〇四年一月二十四日 

に ブロヴァンス(セエヌ¬ 
工 •マルヌ) に生れてゐ 

る。一九一九年に アカデ 
ミイ•ランソンに入^し 
た。 ランソンの 敎授 モリ 
ス•ド ニィ •とセリ I ヂィ 



ルワ作 （ハス テルで 效果づけた素描） 
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刊新最 
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... :ぬ繁•私: V ^ C ： - 


絕蠻！重阪又重版！ 賣切の節は直接刊行所へ 


チ*ルチユ•ミシェル作•石井柏亭序•折田學譯 

四六判三百七十頁•四度刷表紙•寫眞版凸版挿繪五十枚 
フランス裝普及版•定價一固七十錢 
四度刷函入•總羊皮裝•クリ—ム色舶來棰上質紙刷 
11一十部限定豪華版•定價四圓 

夭折の天？ V 畫家アメデオ•モディリアニとその愛人アリコ•ルウヂユ 
を中心とし、世界大戰後の國際畫家街モンパルナスに集る薄倖にして 
純心なる畫家達—ピカソ、キスリング、スーチン、ザラガ、レヂエ、 
藤田等 —— の奇激なる生活を手にとる如く描寫した、小說といふよ 
り「實 SSJ といふ程度にまで事實に卽した物語である。この譯書一度 
刊行さるるや、美術家は勿論汎く藝術愛好家の間に一大センセーシヨ 
S ンを捲き起しつ\あり。 


時代の問題£光夕太 il 層一一圓— 


ピンダー著 


-錢 


マルク*シャガ丨ル作 

中山省三郞譯 


潑太系の露西亞人マルク•シャガールは今日では 
露西亞ばかりではなく、世界がもつ最も本質的な 
藝術家の一人である。私たちは彼の繪畫のうち 
に、あまりにもしばしば露西亞人シャガールの生 
ける姿を見て来たが、この自叙傳のうちにも一人 
の藝術家の生ける魂を見るのである。この自叙傳 
は必らずや彼の藝術のうちにあつて、繪畫と同列 
におかるべき性質のものであらう。そこには露西 
瓯の i のいきづかひがある、露西55の魂、露西 
亞の性格の銳い反射がある。子供の自由畫のやう 
に、燃えるやうな情熱のま i に書き記されたこの 
一篇の牧歌を聽くことは、彼の繪畫をよりよく理 
解しようとする者にも、我々シャガールの藝術を 

愛する者にも悦びでなければならない。 



四六判三苗頁•寫眞版凸版揷綣四十枚•四度刷表 

紙•フランス裝•定僳一圓五十餞 

四度刷凾入•總羊皮裝•クリ|ム色舶來棰上質紙 

刷•三十部限定豪華版•定價三圓八十錢 











川今區田神市京東 
地番四 H 丁一路小 


齧三編卯任山 S 


lit; 

販 


番八二三三京東替振 
番七九四二段九話電 



內容繪畫技法(トラィドラァ•唐端勝譯)繪畫のメチ丨に就いて(グ—リ 
f ナ)ピカソのマ千ヱ丄(伊原宇三郎)モ—リス•ド•ヴラマンク(デュアメ 

|6^一|ぐ新規 S 譯)近代洋 f 古代東洋壽ハ川口軌杜 If ハ中 S 齑代 
4^4 0 1繪畫の技法靈(外山卯三郞)繪畫のメチヱ—に就いて(グリナ•折田學譯) 

一 一 原色版扇子を持つ女(ザッキン)靜物(里見勝藏)風景(ヴラマンク)風 
.一景(ドラン) 

菊拥•本文5七十頁•原色版 一|色版モヂリアニー葉•リュルサー葉•ブラックニ葉•キリコー葉•デュ 
四 IE •一色版11+四葉•清楚紙裝フィ•一葉•ピカソ四葉•マチスー葉•スウヴェルヴィー葉•ザッキンー葉. 

中山巍一葉•ルオ—ルー葉•ヴラマンクー葉•キッスリングー葉 . Fri 中佐一 
定價-圓 五十 錢郞一葉. ユトリロ ー葉_ . _ 


新 

洋 

畫 


フォ—ヒス厶 

の研究 

菊判本文百九十頁•原色版四 
葉•一色版 II 十四葉•薄楚紙裝 
定煩 I 闽五十錢 


!內容野獸主義(フォ—ヴィズム)の硏究(外山卯三郞)野獸主義作家論(デュ 
ーツトウィ•折田學譯)ドランとヴラマンク(ゴルドン•早川孝之 if ) フォーヴ 
ーィズム；——寫眞(林武)日本に於けるフォーヴィズムの文獻(外山卯三郞)フォ 
II ヴ時代のドラン(ヘンリ•靑柳秀夫)ル•フォービスム(デュットウィ) 

:原色版人物 c シヤガル)ンシリイ風景(デュフイ)若き水夫(マチス)河 
j と橋(スゴンザック) 

二色版マチスニ葉： ンヤ ガル三葉•ドランニ葉 •ピカソ ニ葉 •フ リヱ— ツ 
M 葉•ヴラマンク I 葉•スゴンザックニ葉•デュフイニ葉•ルオール三葉 • 

!ユトリロー葉•里見勝藏一葉•中山巍一葉•林武一葉•リュルサニ葉 


研 

究 

學 

生 


風景の研究 

菊判•本文 S 七+頁•原色版 
四蠹 • I 色版11+四葉•薄楚紙裝 
定價 I 圃五十錢 


. i 內容現代風景畫總論(外山卯三郞)風景畫家ヴラマンク(へンリ•青柳秀夫 
^譯)モーリス •ユトリ m (片山 敏彥)デュノアイエ•ド•スゴンザック(折 田 
* 學) 風景畫家ァンリ•ルソウと ユトリロ (ゴル ドン•靑柳秀 夫譯)デュ フイと 
，フリヱーッ(折田學)風景畫の描寫と構圖(靑山義夫)‘ 

:原色版サン•イレヱル敎會(ユ トリロ) 春の風景(マチス)焰の寺院(ユ 
-トリロ)風景(ヴラマンク) 

|色版ヴラマンク四葉•マチスニ葉•デュフィニ葉•ユトリロ四葉•ドラ 

ンニ葉：ンァガ ル三 葉•スゴンザックニ葉•キッス リングー葉•ルオール.一 
一葉•グロムメエルニ葉•リュルサー葉 


金 

星 

堂 













番八二三三京東替振 ^ 川今區田神市京東 

番七九四二段九話電 生 ml 地番四1:! 丁一路小 


版生學究研畫洋新 


素描の研究 

菊判本文百八十頁•原色版四 
襄•一色版 Z 1+ 四葉•溃楚紙裝 
定價一圓五+錢 


構圖の研究 

菊判•本文百八十頁•原色版 

四葉 •_ 色版 11 十葉•清楚紙裝 

定價一圓五十 錢 


嫌畫の精1 



菊判•本文百七十頁•原色版 

四 葉•一色 版 一一十四 葉•瀋楚紙裝 

定價 I 圆五十錢 


內 容純粹素描の理論(外山 卯 三郞)線條的 並に繪 畫的槪 念(バスラァ •折 
田學譯) 現代フランスの 版畫家(秋 f ' rl 滋) 現代フランスの 素描 (バスラァ* 
折田學譯)西洋木口木版畫技法史(菅野利助 ) H ッチングの 製作技法(ショ 
丨卜 •狩野晃行譯)石版畫の歷史 とその 技法 (ヵンプマン •神保光太郞譯) 
原色版肖像(ヴラマンク)ヴィユタヌースの敎會(ユットリロ)アトリエ 
からの 眺め (ピヵソ) 西洋婦人 (司 馬江漢) 

一色版マチス三葉•ピカソ八葉•ブラックニ葉•シアガルニ葉•ルオル四 
葉•モヂリアーー!一葉'トランー葉•デュフイー葉•梅原龍三郞一葉 


内容現代繪畫の構圖硏究(外山卯三郞)立體派の硏究(前田寬治遺稿)構 
圖と色彩(中山巍)群像論(ゥォルフ•唐崎勝譯)繪畫に於ける「構成の意 
味と存在」(宮坂勝)群像の研究(伊原宇三郎)構圖の研究(里見勝藏) 
原色版 シュビュルバン 街(ユットリロ〕楝領の家族(前田寬治)私と村 
(シアガル)窓(中山巍) 

一色版マチスニ葉•スゴンザックー葉•ピカソ三葉•デュフイー葉•スウ 
ヴェルビイー葉•リュルサー葉•ブラックー葉•モヂリアニー葉•グロムメ 
H ルー葉•ザツキンー葉•スウチンー葉•ルオ—ルー葉•マチスー葉•フリ 
ェーツー葉•ヴラマンクー葉•ドランー葉•キリコー葉•デュフレ H ヌー葉 


內容現代繪畫の精神概論(外山卯三郞)メタフイ， シカの 繪畫(カルラ•三 
浦逸雄譯).現代繪畫の H スプリ(林武)繪畫に於ける個性に就いて(グリナ 
ァ•折田學譯)アングルから立體派へ ■(ロー ト)現代繪畫のモチイフ研究(外 
山卯三郞)我が生活ょり(ヴラマンク)至上主義(マァレ-ヴイッチ〕畫家と 
繪畫(里見勝藏)自然主義理想主義表現主義(デリ) 

原色版人物(ルオ—ル〕 H トルタ風景(中山巍)肖像(モヂリア-一)靜物 
(キッスリング) 

一色版 マチス ニ葉•グリー葉 •モヂリアーニ 葉•デュ フイ ー葉 •キリコ ー葉 • 
スーチン ー葉 •グロ ムメー ルー 葉•ルオ—ルー葉 ピカソニ 葉 •ヴラマンク ー葉 • 
ドラン ニ葉 •ブラック ー葉：ンアガルー葉•リュルサー葉 •スゴンザック ニ葉 • 

里見勝藏一葉 













番八二三三京東替振 
審七九四二段九話電 


堂星金 


川今區田神市京東 
地畨四目丁一路小 


版生學究研畫洋新 


人體畫 
の研究 

菊判本文百八 +• 頁•原色版四 
葉•一色版 II 十四葉楚紙裝 
定價一圓五十錢 


靜物畫 
の研究 

菊判•本文百八十頁•原色版 

四葉•一色版一一十葉*清楚紙裝 

定價一圓五十錢 



水彩 

の研究 

菊判•本文百七十頁•原色版 

四葉*色版 II 十四葉•涛楚紙裝 

定僳一圓五+錢 


I 內容顼代繪畫の人體表現考(外山卯三郞)近代の裸體畫(カルコ) 立 體主義 と 裸 
體畫(カルコ•折田學譯)近代繪畫に於ける裸體(カルコ)巴里派の裸體畫(カル 
n •折田學譯)大家の使つたモデル(前田寬治〕作家言(ピカソ)日本洋畫の最初 
の裸 is : 畫(靑柳秀夫)裸體描寫の技法と構圖(外山卯三郞) 

原色版扇をもつ橫臥裸婦(シアガル)水浴(フリエーッ)婦人(スゴンザック) 
裸婦(萬鐵五郎) 

一色版モヂリアニ三葉•グロムメエル H 葉 •キッス リングーー葉•シアガルニ葉 • 
スゴンザック I 葉•フ リエーツ ー葉 •ブラックニ葉•ピカソ ニ葉 •ドラン I 葉 :.ア 
ュ フイ I 葉•マチス I 葉 •ルオ ルニ葉•スウヴェルビイー葉 •ザツキン ニ葉 


內容靜物畫の起源とその發達(外山卯三郞)靜物畫の心理(モウクレ H ル)現代 
の靜物畫(福澤一郎)靜物畫家アイム•スーチン C 靑柳秀夫)ピカソの近作(ゼス 
ボース•新規矩男〕靜物畫の變遷(里見勝藏〕現代繪畫の靜物硏究(外山卯三郞) 
立體主義の起源(狩滕晃行) 

原色版食器戶棚(マチス)窓と靜物(ドラン)靜物 (ピカソ) 靜物 (ブラック) 
一色版 ビカソ四葉 •マチス 四葉 •ヴラマンク三 葉 •スーチン 三葉 •ドランニ葉 • 
キッスリングー葉•ブラックーー i 葉•里見勝藏 J 葉 •カルラ I 葉 •グリ J 葉•セヴェ 

リーニ葉 


内容 純粹水彩畫の理論と技法(外山卯三郞)現代フランス.の水彩畫(靑山義夫) 
テンペラ畫の新硏究(寺崎武男〕ガラス繪の史的考察(ゥイルソン•折田學譯)日 
本水彩畫起源論(外山卯三郞〕 

原色版プレリア•ュッエルシュ(サラ)デコラテイフ(セべリイ II ) アルルカン 
(ピカソ〕繪畫(ローランサン) 

一色版 シアガルニ葉•ルオル三葉•ザッキンニ葉•スゴンザックニ葉 •ロー ラン 
サン三葉•デュフイニ葉•ガアテイエニ葉 •ユトリロニ 葉•サラニ葉•ブランキン 

二葉•淺井忠一葉•大下義次郞一葉•石川欽一郎一葉 . 
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外山卯三郞著5一？® 

原色版一•一色版十六•本文十六其 
新大判•脊布上製本•極上質紙使用 


ジアン •リュルサの 精神は、 幾多の變化ある過程をとつて、遂に 卜7 アルの世界に眞實な生命を見出 
した。それだけに世の中に充ちてゐる畫家のやぅに傳統的メチニに虜はれることなく、全く習な表 
現の道を切り開いて ゐ る。簡單に彼の繪畫を評するならば彼はフオルマリストである。リュルサのと 
る總てのモティフは、悉くその透明な理智的切断にょつて形式化される。これをピヵソの辛さに比® 
す1尤、 リュルサの繪畫は遙かに 甘く 生き生き L たサンチマ X を持つてゐる©このダンディなサンチ 
マン こそ リュルサの獨自な風格で あり、 又儲式である。然し乍ら、リ A ルサの作品に於けるアクロマ 
チイ シユな統一感の外に、その銳角的な又直線的な線の鏡は忘れることが出來ない。色彩の對照物 
と全く 純眞な線の配合、特に この 色彩の對比こそ、リュルサの 最も 著しい特色なので ある。 現在5 '« 
多な繪镫こ於いて、その十分な新鮮さを持つ ことと、 パリジエンらしい滿洒な理智のひらめきに於、 
て、 リュルサは正に エコ ール•ド•パリにその聲望を高め"大きい未來を約束されてゐる〇 


スゴンザックの現代繪畫に於ける位置は『視覺の寫實性』であると言ふことが ii . l 來る。視覺的と言ふ 
事は、それが、じ情とか知 E とか言ふ立場からでなく、どこまでも視覺的な感受性を主とするものであ 
る：つて同1:*聾的なレァリテを求めるにも、物の砉®を强調するものもあれば、形態的な自^ 
感^ * 調するものも考へられる。又明確な形式的なレァリテを追求するものもあれば、色彩的：^ !^ EL 
さを追求するものも考へられる。スゴンザックも亦『親%の寫寶性』を求める畫家であり言はは繪蜜 
こおるナチュラリストである。然しそのナチュラリストとして孰れの傾向をとるかと W ふことを考 
7て 見なけ XV {なるまい。これを十九世紀の S 匠クゥルべ H と 較べて見るに、スゴンザックには形態 

外 山 卯三郞著 51 的— f ぎしょぅとュ魂のし ^^ )0 ^^£^^ 

原色版 I •一色版十六•本文十六頁 
新大判•禅布上製本•極上質紙使用 


ス 

ザ 


ン 

ック 


勺な 自 K 感を詩 ^しようと いふ魂の1!きが K 白に ^辻さわる て ノ’ a 屯菜乙- メ 
的な生 t を與へる ことによつて それ等の物象の總て S ® を復活させると言ふことが出 in 一！^ 
スの 美術史が古典主義と浪漫主義との爭闘 であると するならば、現代繪畫に於てのこの二つの要素 i 
ビカソとスゴンザックによつ て代表され て ゐる。 


キッスリング S 家である前に詩人である。彼の作品を1先づ 我々 の；^3 f け 曽 P 
畫の中に織出されてゐる美しい抒情詩で—。畫家は歌はなくてはならないと彼は、ユ彼 
こ美と苦しみと愛とに捧げられたいみじき讃歌であらう。彼の作品が詩に充ち充ちてゐると、そ」と 
2彼が裘物の視覺的方面を無視してゐるといふことではない。彼はあくまでもレア"！ート” f 4 
良の P 成の竪實さと、デッサンの均勢とは、彼が只管詩に、或は空想に走らうとする傾於を押止めて 
y るといふより ( t 、むしろ本來レアリズムの立場にあり、之に詩と空想とが 加味されたものであると 
— 祭て、三卜1言ひたい。その詩的空想的要素の加味されたその物象把握の堅货さは彼レ作^^1サ^^レ 
外山卯ーニ頁著一圃二+錢 リス ムこ流れるのを阻止してゐる。「私の議はうまく描くと、ユことナ思&なん力もってゐや ft 

7、 こと 彼は言ふ。キッスリングの 藝術 はこの 言葉が よく現はしてゐる。彼は 行くが 儘に，行き、 進む 
がままに 進むのである。彼の作畫態度は一言にして盡せば、その惠まれた纖細な感情を適確な手法に 
よつて具體化して行くだけである。 


キッス 

リング 


照色版71色版十六*本文+六頁 
新大版•脊布上製本•極上質紙伊角 
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菊原四 
判色葉定 
上 " IIE •價 
製旧本 
箱 
入 


一葉文 


&- 百五 
美 g 六十 
麗 j 十錢 
本十頁 


前田寬治は唯だ平然と眼に映じた現象を描いて行く畫家でなかつた。 
彼はあらゆる分野に渉る思想を吸收しょぅと志してゐた。而して彼の强 
固な意志と、ゆるむことのない忍耐とはその意途を成就させるに十分で 
あつた。彼は單なる思索家のやぅにその思想を文字にょつて表現するこ. 
とを企てない。彼はただ默々として讀書し、思索し、それを作畫態度に 
表現した。その上前田寬治は豐かな畫的才能に惠まれ、又多くの歐洲新 
古の優秀な作品に接し.て次第に純粹な繪畫的精神を深めて、クラシィク 
と近代作品とに考察を進めた結果、アングルのフオルムを表現するブレ 
シザシヨンを學び、クウルべの質感の表現にまで到達して、遂に日本に 
於ける寫實主義繪畫の樹立を先驅した。彼の强力なる藝術觀こそは今：：！ 
以後の我國洋畫界を支配するものだ。 


1輯外山卯三郎 
序、前田寛治諭 

前田寬治を偲ぶ 
前田寬治の®術 
前 m 寬治の思想 
田寬治の寫货觀 
批評家としての前田寬治 

霧集 

寫實技法 
古典派と新古典派 
肉體景の關係の要訣 

クウルべ H の I 生 

洋畫の畫的要件 
黑の繪 

全裸美の描寫 

裸體の傑作と凡作の羞異 

飜蠢 

立體派硏究 

立體派畫家の美學的考察 
藝術と哲學 

シアガ I ルと 藤田 


ブル丨ドンとクウルべエ 

隨聚集 

普佛戰爭と畫家達 
野獸の人間觀 
滯佛中の思出 
馬鹿の戀愛 
日本洋畫の汚® 

畫家生活斷片 
夢 

ルノアール作品の質立て 

批醉集 

中山巍論 

中野和高論 

木下義謙論 

林武論 

佐伯祐三論 

陳演集 

寫實美に就いて 
近代美とその表現 
新寫實に就いて 
寫實技法の要訣 


原色寫眞版 

少女 一九二八年作 
裸婦 一九二八年作 
棟領の家旅 I 九二八年作 
海 一九三〇年作 

I 色寫眞版 

家族 靴屋 
二人の勞働者 

ブリユタァニユの女 

黑衣婦人 裸婦 
少年 二人の少女 
橫臥裸婦 俯臥裸婦 
裸婦 .靜物 
裸婦 裸婦 
裸婦 風景 
'風景 花 
風景 

バラの花 風景 
海 小供 
海風(絕筆) 

褐衣婦人 


東振 

京賭 

mm 

神 . rr - 一 

田三 
區に 


今 
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M 番 

パ • 

小電 

路^ 
I ブ 
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四九 
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JOAN MIRD 


シユールレアリストの畫家の中で"最 
も特異な風格を示してゐるものは、恐ら 

くマックス•エルンストとヂオアン •ミロ 

才の二人であると思はれる。 

ヂョアン•ミロオは一八九一一|年の四月 
廿日にバルセロナに生れてゐる。十五歲 


され、批評家モリス•レィナ アルに ょつて紹介され た。 その後ラ•ガ 
ル リイ •ビエルやラ•ガル リイ •シュ I ルレアリ ストで展覽した。彼 
の作品を 大々 的に集めた展覽は一九二0年に、ラ•ガルリイ •ヂョ ル 
ヂ H •ベルネ ムで催された。彼は トリスタン•ツアラのラ アル •デ： • 
ヴォ アイ ヤヂュ I ル、その他 ペルやフォアの 揷繪を描いてゐる。 


の頃から村の美術學校に 
しばしば出人してゐる。 

彼の父親は彼に繪の硏 
究することを中止して、 
商業に專心するやぅに勸 
めた。十八歳の時にバル 
セロナのアカデミイ•ガ 

リの事務所を見捨てた。 
このアヵデミィの敎授ガ 
リは、ミ D 才の藝術を大 
成するために主要な役割 
ぎ演じてゐる。形象が無 
くなり色彩面と色彩のあ 
る繪條が形成されてゐる 
方法は、一つに此敎授の 
感化と見るべきだらぅ。 

ミロオは一九一九年に 
パリに出た。彼の作品の 
最初の展覽はラ•ガルリ 
ィ《ラ•リコルヌ》で催 



ヂョアン•ミ p 才作（1931) 


人の頭 


146 








147 

















最近のパリ畫壇に確固とした位置を占め.つ 
つある畫家にマルセル-ゲ D ムメ M ルがゐる0 
グロ ムメヱ ルは I 八九二年に 北フランスのノ 
アイ M ユ •シュ ー ル•サンブルに生れてゐる。 
グロ ムメヱ ルの母は本當の フランドー ル人で 
あり、その父がバリヂアンであつたといはれ 
てゐる。彼の生立 
を見るなら ' i ビュ 
フォーンの中學校 
を修了してから、兩親の意志で法律を硏究する 
ために法律學校に人學した。然し多くの畫家の 
それのやぅに、彼もまた長くその學校に止るこ 
となしに- 繪の勉强のために學校を中止してし 

まつた。その後パリで諸所の硏究所に通つて硏 
究を續けてゐたが•旅行が好きでベルキイとか 
オラ N ダ、英國か らドイッと その 足を休める こ 
となく動いてゐた。その後歐洲の大戰のために、 

彼もまた其戰線に加はる ことにな つたが、不幸 
にも彼は遂に敵彈のため K 負傷し、其後戰線を 
退いて アメリヵ 軍のために通譯を勤めてゐた。 

かぅしたことはいふまでもなく、グロリメ H 
ルの繪畫の上に明確に現れてゐる。彼の書面の 
どこかに、隱くすことの出来ない北方人の血が 
流れ、フラン*トールの香が漂つてゐる。それと 
同時にある運命的な眞實さが溢れてゐること 
も*その生活から浸潤してゐるものといふこと 
が出来る。グロムメ H ルは文字通り特異な畫風 
の持主であるその北方的なまたフランドール的 
な息つまる壓迫感は、いふまでもな く グロ ムメ 
H ルの藝術にも現れてゐる。それは一見グロテ 


スクを感じさせるだらう。 モリス•レィナ アルは、この フラン ド I ル的な ■ 
迫感をもつてゴ ティク 的なものに比較してゐる。彼にいはせるならば、私 
達の時代のグ D テスタを非難する人達が、傳統といはれるものに 倦怠した 
一つの趣味を疑つてゐるやうだと。然しグロ ムメヱ ルには、このやうなフ 
ラン*卜丨ルの傳統 にょる ものの外に、特異な運命觀といふやうな輝きを持 
つてゐる。かの メ M テルリンクに見る神々さを。 



グ〇ムメェール作 


小年像 


148 













•ク D ムメヱ—ル作 


横はる裸婦 


グ D ムメエール 


二人の裸婦 


149 
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K. GHIKA 





エコ—ル•ド•パリが殆ど無風滯のやう 
に落着いた時に、ありし日のフォ—ヴィ 
スムの運動のやうな生き生きした創造的 
な繪畫の生れ出ることを、多くの若い畫 
家達は望むでゐた。かうした潑涧とした 
繪畫の誕生は、—新しいフォ—ヴィスム 

《ヌボフォ丨 
ヴ イスム》 

と言ふ名稱で呼ばれるやうになり、ま 
たさうした繪畫が數人の若い畫家達に 
ょつて試みられるやうになつた。 

それはかつてフォ—ヴィスト達が持 
つてゐたやうな繪畫上のヴィヴァンシ 
テを求めてゐたことは言ふま.でもない 

•が。それょりもはるかにシックな 形式 

をもち、 はるかに朗らかな明かるい色 
彩と、近代的な構圖をもつて生れて來 
た。この運動は極めて最近に衣つて現 
れたもので、まだ H n 丨ルのやうな形 
を そなへてゐない。ただこのやうな新 
しいフォヴ ィスム 的な畫家の仕事を指 
して、批評家が《ヌボフォ—ヴィスム》 

と言つてゐるに外ならない。 

★ 

ギイカは一九〇六年にアテネで生れ 
てゐる0 

初めセリイのリセェ •ヂ アンソンで 
勉强してゐたが•すでに當時エコ— 


ル•ド•。ハリの作品から學びとつてゐた。 

繪の硏究は最初アテネにゐた頃、當時セ 〆 ンヌやグレスの傳統を 
形づくつてゐた畫家パルテ-1 K に就いて學んだ。その後パリに來て 
アカデミィ•ランソンで、畫家ビッシールに就いて(一九二三年)寫 
生を學んだ。一九ニニ年からパリに定住してゐる。 


ギイカ作（1931) 


ゴン ドラ 
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キイカ作 （1931) 


港 


最初の 個人展 覽會を 一九二七年に、ラ•ガルリイ•プル 
シ イヱで 催したが、當時 モリス•レイナ マルの謝賞を受 
けた。 


(百三十七頁ょり續く) 

〈フ ォルマシオン〉と言ふこと を最も 妥當であるかの や 
うに考へてゐる。 

このやうな推論からするならば、現代繪畫に於ける〈新 
時代〉と言ふものは、〈フォルマシオン〉の藝術と言ふこ 
とになる。從つてその傾向をもつ繪畫は、尠くとも立體 
主義の仕事であると言ふことが出來るだらう"卽ち立體 
主義の後期に於いては、〈畫面對象〉と言ふことが重要視 
されてゐるので、これ以来の繪畫は主として、この畫面 
效果または繪面統一と言ふ〈フォルマシオン〉を重じて 
ゐると言ふことが出来る。立體主義以来のあらゆる藝術 
は 恐らく この〈フォル マ.シオン〉 と言ふ思想の もとに行 
はれてゐ ると 言つても過言ではあるまい。 

シユ—ルレアリスムにしても、オルフィスムやシユ— 
ブレマティスムにしても"それ等の悉くはフォルマシオ 

ンの藝術である。〈自然對象〉を離れて、〈畫面•對象〉の 
仕事を すると 言 ふこと が、卽ち〈新時代〉的であつて、 
自然形象でなく畫面形象と言 ふものが、 〈新時代〉的な も 
ので あると 言 ふこと が出來るだ らう。 私達は今 かう した 
視點か ら 、〈新時代〉を 代表す る新しい畫家の 數 人を ここ 
に紹介して見たい。 
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8 

G. DE CHIRICO 





バリの新興畫壇 
を賑はせてゐる畫 
家に、ヂルヂォ. 

デ•キリコがゐる。 

キリコは I 八八八 
年に•キリシアのゲ 
オロで 生れてゐる。 

彼の生れは•キリシ 
アであるが、その 
血液には イタリア 人の魂が梳れ、また シシリア 
の流をくむともいはれてゐる。彼はほとんど獨 
學で繪を硏究し、硏究所に入つたこともあるが、 

それは何の利益にもならなかつた。ただ熱心に 
イタリアの 傳統を孔 々として 吸收 し、 時には模 
寫に熱'5•した。 I 九 I 1年から I 丸一五年まで 
バリで硏究を續けてゐたが、當時同國人ギ m ム* 

アボリネ H ルを 知り、批評家 モリス•レナアル 
や畫家ビヵソに紹介された。その後歐洲.の±•戰 
となり" I 九二五年まで十年間を故國イタリイ 
に歸 省して時には口ーマにまたフイ レンツ H に 
住むことが出來た。この十年間の作品をバリで 
展覽した時に人はその個性的な存在に驚きの眼 
を見開いた。一時超現實主義の運動にも加つた 
が長くは續かなかつた。 

キリ n の 作品に深く根を降して ゐるものは、 繪畫 におけるイタリア •ース 
ムであるといへ る。 それは精神的なイタリアニスムと いふ だ ナで尤2く、 
そのメ チェにおいてもまた著しいイタリアニスムの傳統を持つ てゐる〇 f 
こにはベル ヂ イノも あれば" ラフ ア N - ルの 呼吸 もあれば、 またギルラン 
•ダ •チオの香をもつ てゐる。 批評家 アルべ X ル••ハルネスにいはせるなら 文 
そこにはマサチオを想ひださせるものがあるといはれ てゐ る。然し キリ3 


に潜むものはそれだ片ではない。彼には多分 It ドィッ 的な思想が流れて ゐ 
る。彼は アルノルド •ビ ョッ クリ/ の 幻想的なボ ヱジィに對する感動を 持つ 
てゐ る、つまり.キリコの 藝術的な根抵 となつてゐるのは、 ィタリアニスム 
であり、その幻想的な ボエジィを 北歐的な浪漫的 ゲルマ-ースムに求め、そ 
の 呼吸を淸洒な エスプリ •フランせ に 探して ゐる 。この多角的な天分が藝 
術的に完成す るのは •やはり將來にまたねばなるま.い。現在の彼は； N ユ丨 
ルレ アリストと 絕緣して ゐる。 


ヂヨルヂオ.テ-•キリコ作(1929) 


apr^s-midi d'rete 
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ジァン•リュルサの風貌 

——藝術家の風貌集 (5}—— 

松尾邦之助 

いつたい畫の批評をすると 
きに、畫面の仔細をくどくど 
學者らしく解剖したり、技巧 
の點にえらそうな關心を持つ 
た風を見せるのは野暮である- 
さうした技術上の仔細は畫家 

が密かに織り出し、人知れず 
心を碎いて作つたものである。 

觀者はただ作品の前に素直に 
立つて•、素直に、觀るべきも 
のではなからうか。 

ルユルサに逢つた筆者は C 
んな心境を彼に物語つて見た。 

すると、ルユルサは莞爾して、 

『技巧は畫家の祕密です ょ… 

と云ふたリ 

ル.土ルサの畫には何かメラ 
ン n リックなものが浮んでゐ 
る。奇怪な風景、その淋しい 


人物に， . だが、マッソンの絕望的なアナキスト味とは趣を異に 

し、そこには現代人らしい光がある J 

ルュルサにはフランス人特有の明快癖がある。だからルュ ルサは 
•ンュ I ルレアリストであり 得ない。アンチ、アヵ デミの 彼は 度々シ 
ュールレアリ ストと 想ひ誤られてはゐる。が：：： 

『貴方の畫をシュ—ルレァリストだと云ふ人がありますが . 』と 

云ふと、 



ヂアン • リュルサの肖像 


1M 










ジアン • リュルサ 作 風景の中の裸婦 


むことが出來ません . 』 

と判然答へた。 

ルュルサは 或意味で孤立.してゐる……が、彼は これ 
からの繪畫は新しい建築美術と歩調を合せて行くこと 
によつ ての み救はれ ると 信じて ゐ る。 この 點でオーザ 
ンファンのビュ—リスムと妥協が出來 、ネオ ブラスチ 
ッ クと搌 手し得る立場に居る。だから、繪畫の實用價 
値や時代性をよく考へて一歩一歩進む彼♦た。レデュ— 
の樣に繪®の目的は その 手段に ありと 云ふ藝術至上主 

義には正面から反對する彼である-といつて繪畫の 

裝飾化を非道く怖れ^ところに彼の大きな惱みがあ 
る0 

ルュルサは今途惑ひ惱んでゐる。 

『近頃はずつと惱みつ V けて…...碌々描く氣がしませ 
ん』とリュルサは筆者に正直に吿白してゐた。 

ル j ルサのアト リヱは 才—ザンファンの家の直ぐ近 
く、グロ メヱル 氏と向ひ合せの ヴィ•ラスドラの 四番 
地である。ドランやブラック、セリグマンも殆んど隣 
家と云つてもいい程近くに住んでゐる。この邊へはボ 
オシ ャン氏も時々やつて來る。我がフジタの居つた白 
い家も今は淋しい思ひ出になつてゐる。 

一度福島さんがリュルサの繪をヮザ-—運んで觀た 
のださぅだが、……そのまま御買上にならず返品にな 
つたとか…… その 返品畫が今でも リュルサ 氏の£關に 
近い室に美しく殘つてゐる。 

ルュルサの畫は川路君の『マチス以後』によく紹介 
されてゐるが、年齢のところで十年の誤算がある。あ 
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の本の數字ょり十年若いリュルサである"……ルュル 
サは一八九二年、バリ生れである〇 一 九一三年まで自 
然科學をやつてゐた。彼の作品にさぅした影がいつも 
見ぇる。一九一四年から一九一九年まで、大戰に參加 
して 彼はロラン* ドル デ I レスの描出した『木の十字 
架』の何物かを飽く程に知つた。 

一九一一年頃から彼は盛んに旅行した"獨逸、伊太 

利、 スペイン*スコットランド、ギリシャ、トルコ、 

サハラ、 アメリカ 等々 と . 

日本へも是非行きたいと云ふてゐる。 

彼の作品は ロサ ンヂ I ルス"ディトロ ィト" フィラ 
デルフィァ •ニューョーク、シヵゴ 等々の美術館に納 
つてゐる。 〈みづ幺第三百三十四號より〉 


(百三十四頁ょり) 

( 2 ) Francisco Iturrino (一 864} は西班牙バスクの J 代 
表的畫家である、最初は工業家たるべく出發した、ブ 
リュセルにあつて畫家に轉向後巴里に住んだ-早くも 
印象派の影響をぅけたが、其後期的のものを最初から 
もつてゐるのは驚嘆すべきところである-一單母國に 
かへつたが又大戰前まで巴里に居た。 
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日本初期歐風美術史書 

日歐文化の交涉はすでに人の知るやぅに足 
利末頃からの占い■歷史をもつてゐる。その日 
歐文化の交渉と共に生れてゐる歐風美術に關 
する關心も、すでに多くの人達にょつて研究 
され•又夥しい數の愛好者をもつてゐる。數 
年前には、一時南蠻物に關する流行を見たご 
とがあり、その文化に關する書物も隨分澤山 
見出される。その多くは物語的なもので、宗 
敎的な立場から殉敎物語を書いたり、又小說 
とか戲曲等の文學形式として取扱つたもので 
ある。又歷史學や文獻學的な立場から硏究さ 
れた注目すべき書物も相當あるが•美術に關 
する綜括的な良い書物は、不幸にもまだ私達 
に與へられてゐない。 

ところが最近になつて、その部分的な硏究 
ではあるが、相當注 H すべき勞作が發表され 
るやうになつて、私達を少なからず喜ばせて 
ゐる。一時の南蠻物に對する熱はさめてゐる 
やうではあるが、この頃の國際的な關係の濃 
厚さから、再び日歐文化の交渉に對する古い 


歷史を，顧みょうとする傾向を示してゐるやう 
に思はれる。又私達はそれ等め日歐文化 I 般 
に關することは別として、ここでは特にその 
美術に關すること而も最近出た書物に就いて 
物語ることにしたい。 

I 般に南蠻美術と言はれてゐる足利末頃か 
ら寶永年間にかけての時代の美術を取扱つた 
書物は實に稀れであると言つていいだらう。 
新村博士の『南蠻廣記』とか澤村專太郞氏の 
『日本繪寶史の研究』等に、槪括的な考察は 
出てゐるが、單獨の書物にはない。ただ永山 
時英氏の『對外史料寶鑑』の第一輯に比較的 
多くの材料が圖錄されてゐるが、その解說は 
歷史的な文獻として獨自なものでないのは惜 
まれる。今年に A : つて關衞氏の『西域南蠻美 
術東漸史 J と言ふのが出たが、これも日匍史 
料料を中心としたもので、美術史としての使 
命を持つてゐない。このやうに南蠻美術と言 
はれてゐる、この最も古い時代の歐風美術の 
硏究は、恐らく今後にまたねばなるまい。こ 
の時代の日歐交渉に關する文化史的な硏究が 
進められてゐるから、近い將來にはこの方面 
の新硏究が出現することを思はれる。 

これに對して寶永以来幕末にかけての紅毛 
美術に關する硏究は、最近かなり進められて 
ゐると言へる。これは作品も比較的多く現存 
してゐるし、又史料も相當殘つてゐるから、 
南蠻美術の硏究に比較して手懸りが多いこと 
になる。從つてこの紅毛美術に關する硏究書 
には、優れたものが多く次第に明白になつて 
來るやうに思はれる。その最も注目すぺき書 
物として、私達は先づ黑田博士の『西洋の影 


響を受けたる日本畫』と言ふ著作を擧げねば 
なるまい。 この 書物はもぅ十年程前に出たも 
のであるが、元文頃から初められた『浮繪』 
と寶曆から明和にかけての圓山應擧の『眼鏡 
繪』と、長崎版畫を肢扱つたものである。恐 
らくこれはこの 時代の歐風美術を取扱つた彎 
物として最も優れて ゐる 。現在から見てその 
說には部分的な訂正を必要とするところも少 
なくはないが、然しその推察には決して誤解 
はないと言へる。 

その後黑田博士は『上方繪一覽』と言ふ書 
物に於いて、圓山應擧の『眼鏡繪』の研究に 
增補を試みてゐられるが、その後發表された 
ものから、もつと嚴密に硏究 される 必要があ 
る だら- T 。 拙著『日本初期洋畫史考』は、こ 
の圓山應擧から平賀源內、佐竹曙山、小田野 
直武二派を考察したもので、應擧の洋風畫に 
はかなり新しい考察を加へたつもりである。 

I 昨年發表された平福 W 穗畫伯の『日本洋 
畫の曙光』と言ふ(大著と言ふか圖錄と言ふ 
か何れが妥當かは知らないが〕書物は、主と 
して安永年間の秋田洋風畫を取扱つたもの 
で、平福畫伯の愛鄕心から熱心に秋田の洋風 
畫を論じたものである。その圖版の大きいの 
と_富で ある 點に於いて、正に右に出るもの 
がない。秋田の洋風畫に就いては、古く安藤 
和風氏が國華に論じられ たことも あるが、然 
し平福畫 伯の ものははるかに詳細で あり 又硏 
究も進められてゐると言へる。然し平福畫伯 
が あまりに も愛鄕心の强い ために、 秋田の洋 
風畫がかなり I 面的に偏して考へられたと言 
へる。例へばこの秋田の洋風畫をもつて日本 
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洋畫の曙光と呼ばれてゐる等は、その一つの 
發路であつて日本歐風畫の歷史は、すでに文 
祿慶長頃から始まっ.てゐる。曙光はすでに十 
六世紀末にあると言へる。又秋田 I 派の洋風 
畫はかなか日本繪に近似するものがあつて- 
洋風畫とか歐風畫とは言へても洋畫と言ふに 
はあまりにも似ないものである。かぅした見 
解から見れば、日本洋畫の曙光と言はれる平 
福畫伯の著書は、書名が內容を暗示しなぃ恐 
れがある。これは別として平福畫伯の推論に 
は、かなり獨斷的なところが多く嚴密な歷史 
でもなければ、又藝術學的な精密さをも持っ 
てゐないことは惜まれる。私達はこの勞作を 
完成された畫伯の努力に對しては、絕大の感 
謝を惜まないものではあるが、然し素直に言 
つて I 大圖錄であると言ふことが最も妥當と 
考へる。 

私達はこの平福畫伯の圖錄の外に數點の秋 
田派の洋風畫を見てゐるだけで、その全部に 
涉つて實視してゐないから詳細を斷定をする 
ことは出来ないが、然し日本洋風繪賨史全體 
から見て、かなり異つた見解を持つてゐる a 
それは拙著『日本初期洋畫史考』の第四章で 
論じてゐるから•ここではこれ以上言ふ必要 
を要しない。どぅも自分の書物のことを言ふ 
のは好‘まなぃが、第三章で取扱った「平賀源 
內の洋畫 J は•まだどの書物にも論じられて 
ゐない考察を試みたことだけをつけ加へて置 
きたい。私は文獻學者ではないから文獻學的 
な立場から硏究することを避けて，' 主として 
藝術學的な觀點から日本洋畫史の一部分とし 
C •この寶曆明和安永年間の洋風畫を取扱つ 


たものである。この私の計畫は繼續して何册 
かの分册として發表する心算である。 

昨年黑田博士の『長崎系の洋畫』と言ふ書 
物が當表された事は注目される。長崎關係の 
美術を取扱つたものとしては、かつて永見德 
太郞氏の『長崎の美術史』と言ふのがあるが、 
これは永見氏の蒐集を中心に氏の長崎觀と言 
ふやぅなものを論じられたもので、それが長 
崎の美術史と言ふ書名であるにも拘らず、歷 
史的な推論にかけてゐることは惜まれる。歷 
史はただ昔の物語を書いたり傳說を記錄 して 
も成立するものではない。歷史はやはり歷史 
學的な方法をもつて構成されてゐなければな 
らない。特にそれが美術史である場合には、 
一つの美術と言ふ價値問題を含む歷史である 
だけに、その仕事は中々困難である。でも困 
難であると言ふことは出たらめを許すことで 
はなく、その努力を必要とするまでである0 
永見氏の『長崎の美術史』が嚴密な歷史的考 
察を缺いてゐるのに反して、黑田博士の『長 
崎系の洋畫』は、周到な歷史的吟味を加へて 
ゐることは喜ばしいことである。特にそれが 
洋畫を中心とされた，ことも亦、私達を魅惑す 
るに十分である。 

然し素直に言つて、黑田博士の『長崎采の 
洋畫』は長崎長兵衞卽ち喜冬 一 兀規から論じら 
れてゐるので、それ以前の南蠻時代の長崎の 
洋畫に關する考察を缺いてゐる。これは見解 
の相違であるかも知れないが、長崎繪史でな 
い限りやはり慶長前後からの長崎の洋竇が取 
扱はれていい害である。次にはその推論が殆 
ど歷史的資料と文獻學的な考察に偏して、藝 


術 S 1* 的な考察が不足してゐると思はれること 
である。今一つは長崎罙の洋畫と言ふ名稱で 
あつて、この槪念內容がどう解釋 される かが 
問題である。現在 長 崎繪と言はれて ゐるもの 
は、長崎で も 描かれてはゐたが、然し長 崎だ 
けではない。かなり優秀な ものが 京阪地方で 
描かれて ゐたものら しく、享保頃の 作と 思は 
れる署名在印のものが發 見され てゐる。 これ 
等 も 長 崎 系と言 ふ槪 念に 包括され ると すれば 
日本歐風畫の殆ど大部分は長崎罙となり、こ 
の 言葉の意味が必要を感じなくなる だらう。 
又長崎の洋畫家だけを論じたので あるとすれ 
ば、それは長崎罙 とか派とかと 言はれた的確 
な賽派的なスタィルを持つてゐない ことにな 
り"これも亦それ程明白な槪念ではない。 

このやうな疑問はあるにしても、この黑田 
博士の硏究は注目すぺきものであることは變 
らない。ただ現在發見されてゐる資料から見 
て、部分的な修正を必要とすることは數多あ 
るやうに思はれる。 

この外にも『美術研究』と言ふ雜誌の特輯 
號として、昨年美術硏究所で展覽された長崎 
系洋畫の圖錄が出てゐるやうであり、先日神 
戶の初期日本津畫の蒐集家池長孟氏の圖錄が 
出たらしいが、まだ私の手に入つてゐないか 
らここで述ぺることは出来ない。 

然しかう したことから 考へて見ても*最近 
この 紅毛美術に關する硏究が、かなり深めら 
れてゐ ると 言ふ事は事實である。 これ等の 多 
くが皆部分的な硏究であるがかうした部分的 
な硏究が次第に加へられ又深められ、訂正さ 
れ增補されて、遂には綜(百六十頁へ續く) 
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Les Expositions 


北海道獨立美術作家協會展 

(札幌•三越) 

北海道出身の獨立美術系畫家の結集したも 
ので、その第 I 囘展が開催された。丁度當地 
に旅行して、それを見る機會を得た。獨立美 
術1會員三岸好太郞君をのぞいて、他の若 
い畫家約十人をもつて作られてゐる。これ等 

年若い强烈な感情をもつ作家達は、各々自 
分の信じまた描かぅとすろものを、無遠慮に 
發表してゐるのは、實に偷快である。 

菊地精二君は獨立の新進作家として、その 
獨自な感覺をもつ て、ユニイクなスタイルを 
作つてゐるが、今度の五點も群を祓いて銳い 
感受性を示してゐる。中でも去年の獨展に出 
た r レ h ル」が、最も堅實で銳敏 さを 持つて 
ゐる。小山昇君は最近のブラックの感化を受 
けた仕事を見せてゐるが、その フォーヴィス 
卜的な作畫態度が、もっと洗錬されてシヨー 
ルレアリスト的な、イマデナシオンを加へる 
ことを 望みたい。 岡 部 文 之肋君は林武君の 感 
化の もとに•キュ-ビスト 的な仕事を 發見し . 


ょうとしてゐ る。着想も畫因 も 良いが、今少 
し寫實力を示すならば、 I つの風格を生み出 
すだらう。 

水野佳 I 君はレア リストと して、かなり豐 
かな素質を持つてゐる。レアリゼする技巧 も 
相當もつてゐるが、畫面を構成するためのヴ 
アラアルを硏究する必要がある〇今度の作品 
の中では「雪の風景」とか「北見風景」等が 
面白い。後者の畫面にはレポオが缺けてゐる 
が、前者は無難な出来である。國松のぼる君 
もレア リストで あるが、かなりものをステイ 
リゼする性格をもつてゐる。この特色をぐん 
ぐん生かせるならば、面白い作品を生むだら 
う。現在では實在感の表現が不足で、レアリ 
ザシオンの硏究をされたい。濱谷次郞君もレ 
アリスト であるが-ルオル風の「黃帽 の 女 一 
と全く趣を異にした「旅」と言ふ風景を出し 
てゐる。まだ硏究が外形的で質的な探求がた 
りなぃ。 

シュールレアリ スト的な仕事を見せて^る 
のは、武智肇君で「無題」は ハンス•アル ブを 
思はせる抽象的なルリエフの面白さを捕へて 
ゐる。部分的に福澤君の感化もあるが•これで 
洗錬されて来れば獨自な風格を持つ だらう。 
植木茂君はシ ュールレアリストと 言ふょりは 
ヵン デイ N ス キイ 等の絕對主義の傾向を とる 
作家のやうに思はれる。第一に主題が特殊な 
ものであるが、それを取扱ふ態度が ナチュリ 
ラリスト 的で あるから。マチエールに 色の 硏 
究が試みられて ゐる ことは、注 ® W れ ，るが • 
これに イマヂナ シオンが加へられ、 モティ フ 
をメタモルフ オズす ることを 試みるならば、 


新しい方向が開かれるだらう。 

故人山本菊造君の遺作を三點見ることが出 
來た。いづれもフォーゲイスム的な傾向をも 
つ、强烈なもので、この傾向で大成せずに急 
死したことは、彼自身のためにも惜しいこと 
であるが、札幌の洋畫運動にとつても、實に 
惜しいことである。恐らく山本君にょつて、 
北海道にフォーヴイスムの運動が移植され始 
めたと言つても過言でない。とに角この會の 
生長する ことを 祈つてやまない。(七月一日 
—七日) 

林武洋晝展 (三趣•新館) 

林武氏の最近作四十餘點を展覽したもので 
質の點で最近稀れに見る良ぃ展覽であつた。 
狂暴なフォ 1* ゥイスム的な作風をとつてゐた 
林君が、最近になつて非常に洗錬されたまた 
純眞なレアリストとして現れたことである。 
林君は日本に於けるドラゾのやうな存在で、 
たゆまづ繪畫的な本質或は永遠性と言ふやう 
なものを探求してゐる。而も彼に惠まれてゐ 
るものは•良き藝術的な素質である。硏けば 
硏く程光を出して來るこの體饒な素質こそは 
林君の最も惠まれた天分であると言はねばな 
らない。從つて林君がどれ程狂暴な仕事をし 
ても、そこには豐な素質のょさがある。それ 
が最近のやうに堅實な而も單純化されたレァ 
リテを追求する場合にも、堂々とした光輝と 
なつて光つてゐる。 

、，最近の林君のレアリス K ムは、藝術的な大 
きさと重厚な量と彈力を持つて迫つて來る。 
而もその感覺が非常にデリヵで、色彩の大膽 
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きはまる驅使が返つて强い對象を生み出して 
ゐる。この デリヵ さに深さと高さと淸さが加 
つて来るならば-一大藝術境が展開されるこ 
とだらう。最近作の中で最も注目されたもの 
は果物のある「.靜物」や立本のある「風景」 
等であろだらう。 

これ等の畫面の持つてゐるァルシテクチュ 
丨ルは•單純化されたトレィと明快な形式を 
もつてゐる。クゥトォにょるパァトも效果的 
であり•畫筆にょる彈力と、畫 -nil をクゥトォ 
で削りとつた軟かぃ調子等も-書•面に變化を 
與ヘて面白い。これ等の メチェが 巧に ァル シ 
テクチュールを持つて、統一されてゐる こと 
は注目される C 

林君は最近フラン K に繪の硏究に出發する 
筈である。私達はこの良い展覽會をもつて、 
しばらく海外遊學のお別れとしなければなら 
ない。君の歸朝は恐らく、 また 一つの進境を 
見せてくれること/:らう。願くば健康で繪筆 
に精進されることを祈つて置きたい。(七月 
七日十一日) 外 山。 

全國兒童晝展 C 東京堂) 

東京堂、 •-!- 催の今度の催は全部外 山 卯三郞氏 
の蒐集品て•繪畫的な觀點から統一 された 展 
覽として特に注0される。外山氏はヵタ p 1 — 
ゲの序文： i 次の やうな 言葉をのべてゐる。近 
年私達大人の藝術界は著しい進展を見せてゐ 
ますが、 1- 供の藝術も驚くべき進展を 7 K して 
ゐます C 從來子供の繪は大 A の繪の不完金な 
ものと か*小さ、 A : 八の繪と言ふやうに考へ 
られてゐました。然し近年兒童硏究の一進展 


を見て以来、子供は大人とは全く別個の人間 
形態であることが發見されました。そこで子 
供の繪も亦決して大人の繪の不完全なもので 
はなく、子供は子供獨自の大人とは別な繪の 
世界を持つてゐることが明かになります。私 
達はこの純粹な子供の世界子供の藝術を保護 
し發展させるために、極力子供の世界に浸潤 
してゐる大人の惡臭を除外したいと努力して 
ゐます。今度展覽しました作品は私の蒐集し 
てゐる兒童畫の中から、出來るだけ繪として 
面白いものだけを出して見ました。從つて學 
校數は非常に縮少され、一校で多數に出るこ 
ともまぬかれません。時々機會を見て、異つた 
觀點からの繪を展■に供したいと存じます。 

このやぅに最近各國で、この やぅな 兒童畫 
に對する新しい硏究の進められてゐることは 
實 に 喜ばしいことである。今度のこの催 も 恐 
らく良い影響を與へるものと思はれる。(七 
月 I 日 十 i 日) 


(百五十八頁ょり)括的な日本歐風美術史 
が完成されることと思はれる。 恐らくさぅ し 
たことも決して不可能ではなく近い將來に實 
現する ことと 信じてゐる。 

私達は今日歐風の繪畫や彫刻や建築等の盛 
なのを li て‘ただ今日の流行だけを見るので 
はなく、この深い日歐文化を尋ね又その美術 
史に現れた感化の歷史を見て、今日を反省す 
ることを^みたい。特に今日のやうに日本の 
總ての文化が圖錄的な關心の上に置かれてゐ 
る時に、この日歐文化の交渉の歷史を S ひ、 


その歐風美術の發達を尋ねることは、決して 
意義の少ないこと e はない。又日本そのもの 
の文化を知るにしても、その日本の文化がか 
うした深い根を歐洲文化の感化にもち、今日 
の花を咲かせてゐることを知らねば、日本文 
化を十分知るものとは言へないだらう。かう 
した意味から、私はここに日歐文化の交渉と 
美術に關する書物を擧げて、その紹介を話み 
たまででなる。 (外山卯三郞} 
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木村五郎著 


四六判上製箱入本•三色版 
一•一色版八葉•柿畫數十 

走價 |鼸八十衊 


木彫の 美の 根本 問題が今日 ほど瞹眛にされて*る時はない。量自身の美感が*く閑却 & 
木彫は單に藝術一般の美感 こ 漠然と支配されてゐるに過ぎない。量の*び、*の髡置へ 
の價賴から出發した造型本能は、もつと嚴肅な存在感と深く繫リ合〇てゐるものであリ、 
企く獨自の領土 i 確保し なければ ならぬものである。木彫に入らぅと思ふ初學者は"それ 
故自然の*相と木材との調和と いふ こと以外には心を動かされず、 a 嫌することなく木材 
に§打當るの が 何よ リてあ る，美術は物の 形 1 C 似せることだとい ふ ふ 3 な古風な®見 £ 
さら yi 棄ててしまふべきてある"立 eft の象£愛し木£愛する人のみ A ® に至るだらぅ。 
その意味で本*は安心の出来る指南車であるとともにまた秘奥 1 C 導<悟*の害でもあ5® 

内容 •彫 雄の IE 術 相彫 M とは彫塑か組成すろもの (£ 感•動勢•構造•面•肉附•精神の修業) 
木彫の特殊性木材樹幹の形成(樹芯•樹皮•樹質•年輪•髓線)木材の征•板•表 •裏 木材の 
歪形と龜裂木材の乾燥と保存木材各種の性状(檜•米槍•朴•桂•櫻•楓•楠•胡桃•槐 • 位 • 
&•(» •鹽地•栓•ラヮン)木材の艦定と伐採期木材の相場と計算法 用具 用具の S 5 S 柄のす 
げ方(小刀•問透•丸刀•玄能双物の硏ぎ方(裏押•平 B •問遠•小刀の硏ぎ方•丸 B •丸刀の砥 
石と硏ぎ方•砥石についての注意•焼過ぎの 31 物•鉋の硏ぎ方•鋸の目立•保 • a 物の良否)«技 
練習の第 I 歩(在来の方法•自然についての硏究)作程と道具の使ひ方素材の吟味•素材に素描 • 
雜挽きの仕方 • S 打•最初の面と大ぎな面•細部について注意•職削りの仕方•小刀•間通•丸刀の 
使ひ方*こづくり，仕上げ)補習(埋木.木くそ埋)木寄法槪說用具の使用法補足(級*曲尺) 
BI & 原型の種別(見取り•碁盤 W 取り•コ X バス取り)用材•用具とその W 途朔造實技(芯棒作 
り•土附)石脊型取りについて補81ヂッサゾと塑造の練習人體の均衡接 <0* 謬(溶解法 • 
接合法•耐濕法)押糊その他(押糊•磐若糊•麥漆•メ y ダイ y ^ •その他)酱彩蒗彩の意義日本 
繪具(繪具の種類•用具•繪具の溶き方•膠溶液•胡粉の練り方•硝子板に汝す •* 水)两洋繪具(水彩繪 
具•テゾべラ繪具•油繪具•粉米繪具)技法 C 心の篇として•實技として)酱6藥品蒲色(溶觯法 • 
脔色法の例•石灰その他」漆と顏料着色(錯漆•顔料)口繪解說。 
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